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表 1 授受表現システム 
表現の種類 基本的意味 与益者 受益者 視点制約 
ヤル 与える 主格(ガ格) 対象格(ニ格/ヲ格) 与益者【＝主格（ガ格）】 
クレル 受益者【＝対象格（ニ格/ヲ格）】 
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表 2 授受表現システムと古代敬語表現システム 
類似点 授受表現 敬語表現 
三語体系 ヤル：クレル：モラウ 尊敬語：謙譲語：丁寧語 
重ね型 ①(授受)本＋授受補助 
②(授受)本＋授受補助 1＋授受補助 2 
①(敬語)本＋敬語補助 
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終 章 全体の議論をまとめ、今後の課題を述べる。 
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 （4）a. 私は花子に花をやる。 
    b.＊太郎が私に花をやる。 
 （5）a. 太郎が私に花をくれる。 
       b.＊私が太郎に花をくれる。 
 （6）a. 私が太郎に花をもらう。 
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1 連用形接続形式とテ形接続形式の定義は以下のようになる。 
テ形接続形式   ＜実質的な動作を表す動詞連用形＋テ＋文法概念を表す動詞＞ 
連用形接続形式  ＜実質的な動作を表す動詞連用形＋文法概念を表す動詞＞ 
坪井 2005 p.14 から抜粋 
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を「本動詞＋授受補助動詞 1＋授受補助動詞 2」型と呼ぶ。 
 








 （10）太郎が花子に花をやってくれた。  
 
 「授受本動詞＋授受補助動詞 1＋授受補助動詞 2」型 
 （11）（花子に対して） 










菊地 1997 p.33 
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 （13）お書きになる ＝  書く ＋ 主格を上位者として高める 
      ↑        ↑         ↑ 
    待遇表現     基本的意味     待遇的意味 
 
 （14）お書きする  ＝  書く ＋ 主格を下位者として低める 
      ↑        ↑         ↑   






（15） いらっしゃる  ＝    来る   ＋  主格を上位者として高める 
       ↑          ↑           ↑ 
    待遇表現       基本的意味       待遇的意味 
 
 （16）  まいる    ＝    来る   ＋  主格を下位者として低める 
       ↑           ↑           ↑ 
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システムは表 1 のようにまとめられる。 
 
表 1 授受表現システム 
表現の種類 基本的意味 与益者 受益者 視点 
ヤル 与える 主格(ガ格) 対象格(ニ格/ヲ格) 与益者【＝主格（ガ格）】 
クレル 受益者【＝対象格（ニ格/ヲ格）】 
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近藤 1986 p.97 
 
古代日本語における物の授受を表す動詞システムについて、本論文の考えは上述した近







へ」といふ              
竹取物語：24－8 
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これらの特徴は表 2 のようにまとめることができる。 
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表 2 古代日本語における物の授受を表す動詞システム＊ 
表現の種類 基本的意味 敬意の対象 相当する授受表現 
タマフ 与える 主格(ガ格) ヤル 
タテマツル 対象格(ニ格/ヲ格) サシアゲル 



























言語活動の中で活発に用いられることを指す。この用語については 4 節で詳述する。 
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 （24）母君なくてだにらうたうしたまへ               
源氏物語：38－14 
［本動詞＋敬語補助動詞 1＋敬語補助動詞 2］型 














竹取物語  p.64 
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（27）幣をたてまつりたまへ                    
土左日記：47－4 
 ［敬語本動詞＋敬語補助動詞 1＋敬語補助動詞 2］型 
（28）帝（が）后に花を奉り給ひ侍り        
作例[坪井 2012b による、下線は筆者（李）による] 
 
 表 3 と（24）～（28）が示すように、これらの古代日本語における敬語表現の特徴
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（29）～（31）の内容を表 4 にまとめる。 
 
表 4 授受表現システムと古代敬語表現システム 
類似点 授受表現 古代敬語表現 
三語体系 ヤル：クレル：モラウ 尊敬語：謙譲語：丁寧語 
重ね型 ①(授受)本＋授受補助 
②(授受)本＋授受補助 1＋授受補助 2 
①(敬語)本＋敬語補助 
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表 5 日本語史における時代区分 
上代 奈良時代およびそれ以前 ～794 年  
古代語 中古 平安時代 794～1192 年 
中世前期 鎌倉時代 1192～1333 年 
中世後期 室町時代 1333～1603 年  
近代語 
 
近世 江戸時代 1603～1868 年 
近代 明治・大正・昭和前期 1868～1945 年 
現代 昭和後期・平成 1945 年～ 現代語 
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伊勢物語 大和物語 平中物語』新編日本古典文学全集 12 小学館 
土佐日記：菊地靖彦・木村正中・伊牟田経久（校注・訳）（1995）『土佐日記 蜻蛉日
記』新編日本古典文学全集 13 小学館 
落窪物語：三谷栄一・三谷邦明・稲賀敬二（校注・訳）（2000）『落窪物語 堤中納言
物語』新編日本古典文学全集 17 小学館 
源氏物語：阿部秋生・秋山虔・今井源衛・鈴木日出男（校注・訳）（1994）『源氏物語』



















稿集』 pp.4-9 北京師範大学 
松下大三郎（1924）『標準日本文法』紀元社  
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授受表現の成立については、宮地 1975・1981 と古川 1995・1996a・1996b・1997
を取り上げる。 
 
1.1 宮地 1975・1981 
授受表現システムの歴史的展開及びその発達の意味に関して、最も早く言及したのが
宮地 1975・1981 である。宮地 1975 は授受表現を概観することが目的であり、授受表
現の補助動詞用法を対象に抄物資料・キリシタン資料・狂言資料を中心に考察を行って
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[宮地 1975 pp.810-814 をまとめた] 
 
さらに、宮地 1981 では授受表現の各補助動詞用法の成立時期が図 1 のように図式化
されている。 
 
       15c      16c     17c      18c      19c      20c 
      てくれる      てくださる 
                     てやる      てあげる 
                     てもらう       ていただく 
     
                    宮地 1981 p.18 










宮地 1975 p.814 
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1.2 古川 1995・1996a・1996b・1997 










                                               




詳しいことは第 4 章で論じる。 
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古川 1996b pp.47-48 
  第 2 章 先行研究の記述と本論文との関係 
- 28 - 
 
1.3 先行研究のまとめと問題点 
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のと同じ原理である。」（荻野 2007 p.8 から抜粋）。 
（16）テヤルは意志を表すテヤラウ形式の用例に偏る。 
「テヤラウ形式を通して主格に一人称が固定化する意識が生じ、本動詞ヤルに話
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3.1 森 2010a・2011a・2011b・2011c・2012a・2013 





3.1.1 森 2010a 
 森 2010a は行為指示表現を中心に考察を行っている。森 2010a では行為指示表現を
「聞き手に対してある行為を求める表現」と定義し、命令的指示、恩恵的指示、依頼、
勧めの四つの用法に分類している。森 2010a は直接型と呼ばれる「－なさい」などの
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3.1.2 森 2011a 
 森 2011a の考察対象は与益表現（テヤル・テアゲル・テサシアゲルを代表とする、
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森 2011a p.27 
 
 3.1.1 節の森 2010a は尊敬語と受益表現を対象に、本節の森 2011a は謙譲語と与益表
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現を対象に、敬語表現と授受表現との関係を具体的な用例の調査を通して考察している。
森 2010a と森 2011a はこれら（＝敬語表現と授受表現）の関係を具体的に説明した点
で評価できる。しかし、森 2011a では森 2010a と同じく、「語用論的制約の歴史的変化」
の要因について述べられていない。 
 
3.1.3 森 2011b 
 森 2011b はクレルの運用の歴史的変化に着目している。古川氏の一連の研究が指摘
したように、クレルに視点の制約が見られるようになったのは近代に入ってからのこと
















森 2011b pp.108-109 
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3.1.4 森 2011c 

















森 2011c p.37 
 





3.1.5 森 2012a 
森 2012a は博士学位請求論文である。これまで発表されたいくつかの単行論文をま
とめ、策動表現の運用に着目している。森 2012a は策動表現の歴史の記述を通して、
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図 2 日本語の授受表現の形成とその関連する歴史 






3.1.6 森 2013 
森 2013 は連用形命令の成立過程を考察したものである。連用形命令という概念につ
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3.2 坪井 2012a・2012b 
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坪井 2012a p.7 
 
（35）の「欠落」について、筆者（李）は偶然ではなく、体系的なもの（systematic gap）











 また、日本語史を巨視な観点からとらえる坪井 2012a・2012b は授受表現と敬語表現
を、待遇表現システムという大きな枠組みの中で捉えようとしている。 
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歴史的変化に着目した渡辺 1974 を取り上げる。 
 渡辺 1974 は、敬語表現について、古代日本語と近代日本語の特徴をまとめている。
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渡辺 1974 p.34 
 
 渡辺氏の「受手尊敬」「卑下謙遜」は、現在「謙譲語 A」「謙譲語 B」と呼ばれるよう
になっている。本論文の用語で整理すると、（38）のように対応している。括弧内は渡
                                               
3 （36）での記述と連動して、原文での（37）の部分は、「（1）（2）」などを用いながら書かれ
ているが、ここでは（1）（2）などに対応する用語「為手尊敬」「受手尊敬」に書き換えた。 
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ここでは、広義の待遇表現について述べている小松 1963 を紹介する。 









小松 1963 p.5 
 
また、聞き手待遇と話題待遇と従来の敬語との関係を、（41）4のように整理し、説明
                                               
4 小松は（41）のような下位分類や「普通語」という概念についてまだ問題が残っていること
を承知したうえで整理を行っている。 
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    尊敬語   （対称・命令形・感動詞をのぞく） 
          関係謙称（アゲルの類）          話題待遇 
   謙譲語   絶対謙称（存ズの類） 
          自称の謙称（ワタクシの類）        聞き手待遇（対称・命令形・ 
    丁寧語   接辞（オの類）                    感動詞をふくむ） 
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小松 1963 p.7 
 













   古川氏の“（ヤルの）用法拡大による意味機能の分化” 
   荻野氏の“補助動詞の発達による本動詞の視点の制約の成立” 
（44）受け継ぐもの 
   宮地氏の“授受表現と敬語表現との関連性” 
   坪井氏の“待遇表現システムにおける授受表現と敬語表現との関連性” 
（45）中立的な立場を取るもの 
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第二部 44 pp.193-200 広島大学教育学部 
―――――（1996a）「日本語の授受動詞「下さる」の歴史的変遷」『広島大学教育学部





日本語教育学科紀要』7 pp.145-152 広島大学日本語教育学科 











―――― （1981）「敬語史論」『講座日本語学 9 敬語史』pp.1-25 明治書院 
森 勇太 （2010a）「行為指示表現の歴史的変遷」『日本語の研究』6-2 pp.78-92 日
本語学会 
―――― （2011a）「申し出表現の歴史的変遷―謙譲語と与益表現の相互関係の観点
  第 2 章 先行研究の記述と本論文との関係 
- 44 - 
 
から―」『日本語の研究』7-2 pp.17-31 日本語学会 
―――― （2011b）「授与動詞「くれる」の視点制約の成立―敬語との対照から―」『日
本語文法』11-2 pp.94-110 日本語文法学会 
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1 『天草版金句集』も調査したが、七語に授受としての用例が見られなかったため、調査結果の
言及は省略する。 
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（2）あたらあが子を何のよしにてかさるものにくれては見ん 
落窪：巻 2－140[森 2011b による]  
（3）かくとをくあしきはかげずみがえりくれたるなり 














太平記：巻 10－①526 [森 2011b による]  
（5）天子ヲヨク見テクレヨソ 
漢書列伝竺桃抄 一四五八五九（ママ）[宮地 1975 による]  
 
2.2 クダサルの初出用例について 
 第 2 章で紹介した古川 1996a から分かるように、クダサルは動詞クダス（四段活用）
に助動詞ル（下二段活用）が下接してできたものであり、一語化されたのは後のことで
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荻野 2006 p.266 
 
2.3 ヤルの初出用例について 
 古川 1995 によると、ヤルが授受表現として用いられたのは中世に入ってからのこと
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宇治拾遺物語[古川 1995 による]  
（12）牛の売る者あり。買ふ人そのあたひをやりてうしをとらんといふ夜のまに牛死
ぬ 














名語記（1268 年－75 年）巻 8[荻野 2007 による]  
（14）但青松院女房衆かゝ見・かたひら・わたほうし此参色もらい（ママ）被申候間、
遣候也 
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  ○長吏ヲ使シテケナゲナカ（ママ）ト云ソ羊ト酒トヲ下サレタソ 
（蒙求、二、二六オ） 
  ○此ノヤウナ服ヲ下タサレタソ               （同、六、一○ウ） 
  これが「テ」と一緒になって一語の如くなり、「わが為に」かくかくすると云う所
に用いる。 
  ○既ニ蟻ニ殺サルルヲタスケテ下サレタ礼ニマイツタソ   （蒙求、六、一七ウ） 
  この言方の用例では、命令形のが最も多く（ママ）、わが為にかくする様にと懇願
するに用いる。 
  ○アヤマリノナイヲ申ヒラカセテクダサレヨ        （蒙求、一〇 三オ） 





  ○其文ヲクレヨト云テ封ヲ開テハ見            （絶句、四、五一オ） 
  ○其礼ニ所領ヲクレイ                  （若木、上、一八ウ） 
  ○我ヲモ引タテヽクレラルヽ知音              （絶句、五、二ウ） 
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  ○別シテ目ヲカケテクレヨ               （蒙求、一〇、一九オ） 
  ○ナリサウナラバタスケテクレイ               （同、七、六オ） 
次の例は自らの動作を他の者の希望に応じてするが如く言いなしたのである。 
  ○ソチガ一族ヲハ亡イテクレウソ             （蒙求、九、二〇ウ） 
  ○畫モ石モコチヘトリテクレウ            （四河、八ノ三、三〇ウ） 
湯澤 1929 pp.111-112 
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（20）守護殿ヘヤツタレバイヤト云テ懸（ママ）カラ返タソ      
 蒙：二－四六ウ－四 
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ヲ二斤ヤツタソ          
蒙：二－五一オ－一〇 







（24）周穆王ノ時カラ始ソ急用ニ鶏ノ羽ヲソヘテヤルソ      
蒙：二－五ウ－五 











（28）余義モナイト云テ百人ト百万トヲ分テヤツタソ      
蒙：四－七五オ－七 
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（31）タトヘハ人カ今水ヲ不飲ハ死也 水クレヨト云ニ堪忍シテ飲セヌカコヽソ  
蒙：一－一九オ－一二 






  第 3 章 授受表現の成立 
- 55 - 
 






























  第 3 章 授受表現の成立 
































  第 3 章 授受表現の成立 
































  第 3 章 授受表現の成立 
































  第 3 章 授受表現の成立 
































  第 3 章 授受表現の成立 
































  第 3 章 授受表現の成立 
































  第 3 章 授受表現の成立 
































  第 3 章 授受表現の成立 















は、金澤 2009 が既に精査している。まず、金澤 2009 で明らかになったことをまとめ
る。 
 


























                                                             金澤 2009 p.36 
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a 身をかるふしてよばふ、なふなふ此刀をもつてくれさしめ  
畏てござる 
粟田口：上－219－5 
b 中々はなすまひぞ いでおのれいのりころひてくれう 
かに山ぶし：上－428－2 
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（79）サシアゲルは全 5 例、本動詞用法の用例であるが、授受表現ではない。 
（80）テイタダクは全 34 例のイタダクの中、4 例である。a が示すように、4 例とも
「戴く」という本動詞用法の用例である。 
a  色々の物をもらふて、うれしうなひと申事かござらふぞ、身にあまつてかたじ
けなふ御ざると云ていたゞく            入間川：上－165－10 
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 5.1 節と 5.2 節で述べてきたことを、（99）でまとめる。 
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Peçouos, l. rogouos que façais（貴方のなさる事を私はお願ひする）とか、
concedeyme fazerdes isto（貴方がこれをなさる事を私の為に許されよ）、又は、
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記』新編日本古典文学全集 13 小学館 
平家物語（百二十句本）：水原一（校注）（1979-1981）『平家物語』新潮日本古典集成
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金澤 裕之（2009）「虎明本狂言集に見る「テ＋補助動詞」による授受表現の成立過程」
『国語国文』78-1 pp.34-48 京都大学文学部国語学国文学研究室 
古川 俊雄（1995）「授受動詞「くれる」「やる」の史的変遷」『広島大学教育学部紀要』
第二部 44 pp.193-200 広島大学教育学部 
―――――（1996a）「日本語の授受動詞「下さる」の歴史的変遷」『広島大学教育学部




―――― （1981）「敬語史論」森岡健二ほか編『講座日本語学 9 敬語史』pp.1-25 
明治書院 
森 勇太 （2011b）「授与動詞「くれる」の視点制約の成立－敬語との対照から－」『日
本語文法』11-2 pp.94-110 日本語文法学会 
湯澤幸吉郎（1929）『室町時代言語の研究 抄物の語法』大岡山書店（当初の書名は『室
町時代の言語研究』、風間書房より現行書名で復刊、1955） 
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確証[山田 2004 による]  
（2）のび太：こののび太さまが、こらしめてやる。 
スネ夫：できるもんなら、やってもらおうじゃないか。 
TV「ドラえもん」[山田 2004 による]  
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第 2 章で紹介した宮地 1975 及び第 3 章の記述から分かるように、テモラウは狂言資
料、『大蔵虎明本狂言集』から用例が見られる。史的観点から、テモラウについて考察











点につながった可能性がある。」（荻野 2007 p.12 から抜粋）。 
第 2 章（17）再掲 
 
荻野 2007はテモラウの用例の偏りがモラウの視点制約の成立と関係すると考えている。
第 2 章でも述べたように、荻野 2007 は視点制約の成立を中心に議論を展開する研究で
あり、（3）で述べた以外に、テモラウの用法は観察されていない。また、テモラウはな
ぜ願望を表すテモライタイ形式に集中するのかについての説明も見当たらない。 
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 『大蔵虎明本狂言集』には、14 例1のテモラウが見られる。荻野 2007 で指摘された
ように、「願望を表すテモライタイ形式（テモラワバヤ・テモラオウ・テモライタイ等
を含む）」の用例が多い。14 例中、テモラオウは 6 例、テモライタイは 3 例、テモラハ
バヤは 1 例である。残りの 4 例は、テモラッタは 2 例、テモラッテは 1 例、テモラハ


















                                               
1 第 3 章第 5.1 節で紹介した金澤 2009 の表 6 から、『大蔵虎明本狂言集』には「テ＋モラウ」
形が 17 例見られることが分かる。17 例の中、3 例のモラウは本動詞である可能性が高いため、
テモラウ、即ち、補助動詞としての用例は 14 例であると判断した。 
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 このように、『大蔵虎明本狂言集』に見られるテモラウは、荻野 2007 が指摘するよ
うに、テモライタイ形式（テモラオウ・テモライタイ・テモラワバヤ）に集中する。テ
モライタイ形式は人に依頼しようと考えている時、または、依頼する時に用いられてお
 第 4 章 近世資料におけるテモラウについて 

























 近世資料には 238 例のテモラウが見られた。荻野 2007 で述べられた願望を表すテモ
ライタイ形式は近世資料においてテモラオウとテモライタイに集中して見られる。238
例中、テモラオウは 74 例3、テモライタイは 28 例である。そのため、テモラウがテモ




3 テモラオウ形式の 74 例の中には「テモライマショウ」が 24 例ある。本論文では「テモラオ
ウ」と「テモライマショウ」の違いは丁寧さに限ると考え、テモラオウ形式に含める。 
 第 4 章 近世資料におけるテモラウについて 


































 第 4 章 近世資料におけるテモラウについて 


































 第 4 章 近世資料におけるテモラウについて 
































 第 4 章 近世資料におけるテモラウについて 
- 84 - 
 
5.1 「乞い求める」ことが意味の焦点である場合 
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（24）（先生が学生 A とすれ違い、学生 A にお茶をあげた） 
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（25） 『大蔵虎明本狂言集』：10 例（全 14 例） 






（26） 『大蔵虎明本狂言集』：1 例（全 22 例） 
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豊田 1974 p.79 
 















  ⑤のび太：こののび太さまが、こらしめてやる。 
   スネ夫：できるもんなら、やってもらおうじゃないか。（TV「ドラえもん」） 
  ⑥急に入ってきてもらっては困る。 
   このような非恩恵型ベネファクティブについては、大ざっぱな特徴と捉え方とし
て、①～③のように意志を表す表現となっているテヤルおよびテクレル、④のよう
                                               
6 用例の番号は本論文に合わせて付け直してある。 
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山田 2004 pp.187-188 
 
 上の引用から分かるように、山田 2004 は恩恵が感じられなければ「非恩恵」である
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 第 3 章の記述から分かるように、抄物資料において話し手の視点が与え手に置かれて
いるテクレルの用例が見られる。 
 
                                               
7 非恩恵的用法の「～シテモラウ＋テハ困ル」文型についての分析は山田 2004 が詳しい。 
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らんま[山田 2004 による]  
（37）部屋をずいぶんきれいにしてくれたね  





                                               
8 現代日本語におけるテクレルの非恩恵的用法については、山田 2004 が詳しい。「遠心的」「求
心的」という用語は山田 2004 による。 
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山田 2004 による 
 
（40）お前の最愛の娘を殺してやる。 
山田 2004 による 
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水掛婿：上－358－16[荻野 2008 による]  
（43）（婿）かけどくならは身どもゝかけてやらふ 
水掛婿：上－358－17[荻野 2008 による]  
（44）僧、腰を打つてやる、寝入りたるかと思ふて、腰を、きつく打也 




 第 4 章 近世資料におけるテモラウについて 
































 第 4 章 近世資料におけるテモラウについて 
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2.1 宮地 1965 
宮地 1965は、本論文で言う「本動詞＋授受補助動詞」型及び「本動詞＋授受補助動
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（中略。）話手は、はじめ Bの側に、究極には C             




















    図 5 書いてやってくれる 
(A)         (B)         (C) 
              S 
        ◎     ◎ 
△ 
  書いて        くれる 
  もらって 
  
(A)         (B)         (C) 
              S 
        ◎      
△ 
  書いて        やる 
  もらって 
  
(A)         (B)         (C) 
  S             
  ◎          ◎ 
△ 
  書いて        くれる 
   やって 
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図 6 書いてやってもらう    「書く」主者は、やはり Aであり、話手は、はじめ 
                 Aの側に、究極では Cの側に立っている。 







2.2 紙谷 1975 












(A)         (B)          (C) 
  S                  S 
  ◎           ◎ 
△ 
  書いて        もらう 
  やって 
  
  第 5章 多方面の授受表現について 





























                                               
1 多方面の授受表現に言及した先行研究としてはほかに、井島 1997が挙げられる。井島 1997
は格構造論の枠組みを用いて、授受表現文の構造の解明を試みている。本章の主旨から考えると
少し外れているため省略する。 
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 テヤル： てや[ら-ろ]、でや[ら-ろ]、てやっ、でやっ、てやつ、でやつ 




 テクレル： てく[る-れ]3、でく[る-れ]、て.く[る-れ]、で.く[る-れ] 
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表 7 多方面の授受表現 
用例タイプ 中世資料（『虎明本』） 近世資料 
授受本＋授受補助 2例 13例 
本＋授受補助 1＋授受補助 2 0例 24例 
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「本動詞＋授受補助動詞 1＋授受補助動詞 2」型の類似表現が見られる。 
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  [ヤッテクダサル]：3例 
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5.2 「本動詞＋授受補助動詞 1＋授受補助動詞 2」型の用例 
 近世資料には「本動詞＋授受補助動詞 1＋授受補助動詞 2」型の用例が 24例ある。
以下に、その一部を示す。 
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 （44） 「授受本＋授受補助」型 ： 「本動詞＋授受補助 1＋授受補助 2」型 
ヤッテクレル（15）       テヤッテクレル（25）～（28） 
ヤッテクダサル（16）（17）    テヤッテクダサル（29）～（33） 
アゲテクダサル（21）      テアゲテクダサル（34）（35） 
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学篇』8 pp.1-18 大阪大学大学院文学研究科 
宮地 裕 （1965）「「やる・くれる・もらう」を述語とする文の構造について」『国語
学』63 pp.21-33 国語学会 
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 この章では、これまで解答を留保してきた授受表現の 4 つの問題 
 
① なぜ三語体系なのか           ← 本論文の問題提起 第 1 章 
② 成立はなぜクレル→ヤル→モラウという順序なのか      ← 第 3 章 
③ モラウはなぜ授受表現として使われるようになったのか    ← 第 4 章 





検討の順番は①～④という順と異なり、以下に示す 1～4 のように展開していく。 
 
1 [ヤル：クレル]という対立の成立要因        →②の一部の説明となる 
2 クレルが最も早く成立した要因及びモラウが授受表現として使われるようになっ
た要因                    →②の一部と③の説明となる 
3 多方面の授受表現の成立要因               →④の説明となる 
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表 2 古代日本語における物の授受を表す動詞システム＊ 
表現の種類 基本的意味 敬意の対象 相当する授受表現 
タマフ 与える 主格(ガ格) ヤル 
タテマツル 対象格(ニ格/ヲ格) サシアゲル 
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これを表 8 のように示すことができる。 
 
表 8 古代日本語における物の授受を表す動詞システムと授受表現のヤル・クレルとの比較 
 タマフ：タテマツル ヤル：クレル 
共通点 基本的意味＜与える＞ 基本的意味＜与える＞ 
相異点 文中で敬意の対象が置かれる格 文中で話し手または話し手側の人物が置かれる格 
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する。そうすると、表 8 を表 9 のように描き直すことができる。 
 
表 9 古代日本語における物の授受を表す動詞システムと授受表現のヤル・クレルとの比較（改訂版） 
 [タマフ：タテマツル] [ヤル：クレル] 
共通点①：基本的意味 与える 与える 
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 まず、第 2 章「先行研究の記述と本論文との関係」の第 4.1 節「敬語表現史」で紹介
した敬語表現システムの歴史的変化について振り返りたい。古代日本語敬語表現と近代
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発達、謙譲語 B の発達と関係している。丁寧語と謙譲語 B の発達の影響で、モラウが
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してくる（謙譲語 A が弱くなり、謙譲語 B が強くなる）。待遇表現システムにおいては
優位性が変化する。これらの二つの要因によって、「（敬語）本動詞＋敬語補助動詞 1＋
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 第 1、2、3 節で述べてきたことから、授受表現の問題は常に敬語表現システムの変
化と関連していることが分かる。本節では、授受表現はなぜ三語体系であるのかについ
て検討する。 
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本章では、第 1 章～第 5 章の留保問題について検討し、それぞれの問題に対して、以
下のような解釈を試みた。 
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④ 多方面の授受表現はなぜ成立したのか             
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の移動を表し、主に本動詞として用いられたようである[櫻井 1991、古川 1999]。 
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1.1 先行研究――櫻井 1991、古川 1999 
























あきみち：409－14[櫻井 1991 p.118] 
 
1.2 中古・中世資料におけるエサスの調査結果 
本論文では、櫻井 1991、古川 1999 の先行研究をふまえたうえで、中古・中世の資
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表 10 近世資料に見られるエサスの出現状況 
総例数 本動詞 補助動詞 用法不明 
72 42(33) 連用形：13(13)＋テ形：14(14) 3(1) 
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7 現代日本語における多方面の授受表現についての分析は宮地 1965、紙谷 1975、井島 1997 に
詳しい。 
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 近世資料において現代日本語テヤルの意味に相当するエサスは全部で 18 例である。
（7）のような授受関係者同士は 13 例で、そのうち意志助動詞ム（ン）と一緒に使わ
れるものは 4 例である。また、（8）のような非授受関係者から授受関係者へ発話するエ
サスは 5 例で、そのうち 4 例は命令形エサセヨで用いられている。 
 
3.2.2 現代日本語テモラウの意味に相当するエサス 


















代日本語テモラウの意味に相当するエサスは（10）の 1 例しか見られなかった。 
 
3.3 エサス用法のまとめ 
 本章第 3.1 節と第 3.2 節で見てきた近世資料におけるエサスの意味、用法をまとめる
と表 11 のようになる。近世資料で新たに確認された用法を網掛けで示す。 
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表 11 近世資料に見られるエサスの意味、用法、用例数 
エサスの用法 代表的な表現形式 現代語相当 用例番号 用例数Ⅰ 
 
本動詞用法 
エサセヨ クレル (4) 17 




(～ヲ)(テ)エサセヨ テクレル (6) 8 




(～ヲ)(テ)エサセン テモラウ (10) 1 










 本章第 1 節と第 3 節で述べたエサスの意味、用法をまとめると図 7 のようになる。 
 
中古・中世                  近世 
          ヤル相当                   ヤル相当 
本動詞                   本動詞   クレル相当 
          クレル相当                  テクレル相当 
                           補助動詞  テヤル相当 
                                 テモラウ相当 
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[話し手：宗清  聞き手：牛若] 
                                               
8 「句集」や「俳句集」に見られるエサスは俳句に使われたのではなく、「序」に用いられている。 
  第 7 章 近世文語資料におけるエサス 















[話し手：豊雄   聞き手：太郎   （太刀の）与え手：（妖怪の）真女子] 
（15）太郎「いかでさる寶をくるゝ人此辺にあるべき。」 
蛇性の婬：104－10 












                                               
9 「＋」の左側は本動詞用法の用例数、右側は補助動詞用法の用例数である。以下同様。 
10 近世文語資料と近世口語資料との境界線は明瞭に引くことができず、典型的な「近世文語資
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料」（例:『椿説弓張月』）と典型的な｢近世口語資料｣（例:『東海道中膝栗毛』）を両端とし、両
者の間には段階があると思われる。 






て. や[ら-ろ]、で. や[ら-ろ]、て.やっ、で.やっ、て.やつ、で.やつ 
 テクレル：てく[る-れ]、でく[る-れ]、て.く[る-れ]、で.く[る-れ] 
 テモラウ：てもら[い-お]、でもら[い-お]、て. もら[い-お]、で. もら[い-お]、てもら[は-ほ]、
でもら[は-ほ]、て. もら[は-ほ]、で. もら[は-ほ]、てもらつ、でもらつ、て. もら
つ、で. もらつ、てもらっ、でもらっ、て.もらっ、で.もらっ、てもらわ、てもら
を、でもらを、て貰、で貰、て／貰、で／貰 
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pp.48-57 好文出版 
  終 章 
































  終 章 

























① 授受表現はなぜ三語体系なのか      ← 本論文の問題提起 第 1章 
② 成立はなぜクレル→ヤル→モラウという順序なのか      ← 第 3章 
③ モラウはなぜ授受表現として使われるようになったのか    ← 第 4章 




  終 章 























④ 多方面の授受表現はなぜ成立したのか（＊第 5章）             
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終 章 
 新規執筆 
 
※なお、本論文の執筆に際して、それぞれの論文の内容に加筆・修正を加えた。 
